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た，建設地点の敷地は水田であり，敷地形状は 110 m×76 mである． 
































図 1 設計フロー 
盛土式津波避難施設の建設条件の決定
敷地形状















た，建設地点の敷地は水田であり，敷地形状は 110 m×76 mである． 
































図 1 設計フロー 
盛土式津波避難施設の建設条件の決定
敷地形状


















































図 3 漂流物による天端高設定方法 
住宅地における盛土式津波避難施設天端高の設定
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